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企業間の実験データ連携のための秘密計算技術の実証を開始 

～データ連携により AI モデルの能力を飛躍させ新価値創出に道筋～ 

日本ゼオン株式会社 

 

日本ゼオン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：豊嶋 哲也 以下、ゼオン）は、このたび異なる企業間の実験デ

ータを連携させることに成功し、新たに構築された AI モデルの物性予測性能が向上することも実証しました。今後は、本取組みをさ

らに進化させ、秘密計算技術※1 の実装を目指します。将来、今回の技術が確立された際には、「異なる企業が互いのデータを秘匿

化したまま共有できる」だけでなく、「高い予測精度を保った AI の実現」が可能となり、研究開発の飛躍的な加速と効率化を通じ、

個社の取り組みを超えた新たな価値の創造が期待されます。 

 

１． 本取り組みの背景 
現在、我が国の素材産業で蓄積されてきたデータは、各企業独自のデータ基盤の下での活用に留まっていますが、国際競争

力強化のためには企業や業界の垣根を超えたデータの集約と活用が求められています。一方、各々異なるデータを連携・活用

するには、「データの秘匿性」と「予測精度の向上」が大変重要です。 

ゼオンでは、総合開発センターを中心に、企業間をセキュアにつないだ上でデータ連携によって強化された AI モデルの活用

を可能にするデータプラットフォームの構築を目指し、２０２１年から自社実験データへのマテリアルズインフォマティクス（MI）の

導入、さらに２０２３年からは MI への秘密計算技術実装の検証を進めています。今回、秘密計算技術を介さない範囲ではあり

ますが異なる企業間のデータ連携に成功し、さらに AI モデルの予測性能の向上まで確認できました。これは上記構想の実現

可能性を一部示したことになり、続く秘密計算技術の実装に向けた取り組みに大きな動機を与えるものとなります。 

 

 

２． 今回の成果 
今回の検証において、以下 2 つの成果を得ました。 

 

１） 異なる企業間のデータ連携と AI モデル活用による可視化 
今回、ゼオンと Zeon Chemicals L.P. (米国ケンタッキー州、代表者：

Michael Recchio 以下、ZCLP 社)間の合成ゴムに関する実験データを繋

げることに成功しました。ZCLP 社は、合成ゴムをはじめとするエラストマー製

品の製造・開発を手掛けるゼオンのグループ企業ですが、データ管理はゼオ

ンから完全に独立しており、今回の実験データ連携は仮想的な企業間デー

タ連携事例と捉えることが出来ます。 

 

例えば、配合物の種類や記名ルールが異なっている状況でも、独自の変

換プログラムを適用し、データ連携を実現させることに成功しました。ゼオン

データベースに無い ZCLP 独自の配合剤は、含まれる成分や基本的な物性

値など科学的データを調査し紐づけることで連携後のデータベースの質向

上を実現し、結果的に 7,000 水準以上の配合データベースが出来上がり

ました。 
図１：ゼオン、ZCLP 社それぞれの主成分分析マップ 

 

また、データ連携前後それぞれのデータセットにて AI による機械学習を行い、互いのデータ分布を主成分分析によって可

視化しました。図１に示す通り、互いの手薄なデータ領域を補間し合っている一方で、互いの領域が離れすぎてもおらずデー

タ連携の有効性が示されています。 
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２） データ連携による AI モデルの予測性能の向上 
上記で連携した両社データを基に訓練された AI モデルを用いて、ゴム物性値(Hardness)に対する予測値を実測値と比

較した結果、各社単体のデータに比べ、連携されたデータの精度の方が向上していることが確認できました。 

図 2 はゼオンと ZCLP 社のデータを種々組み合わせて訓練された AI モデルによる ZCLP データに対する実測値 vs.予

測値プロットになります。①は ZCLP データの半分を訓練データにしたケース、②はゼオンの全データを訓練データにしたケー

ス、③はゼオンと ZCLP の両データを訓練データにしたケースですが、③の連携されたデータによって訓練された AI モデル

の二乗平均平方根誤差が最も小さく、精度の向上が確認されました。 

 

 

 
 

図 2： AI モデルによる実測値 vs.予測値プロットと二乗平均平方根誤差 

 
※二乗平均平方根誤差(RMSE: Root Mean Square Error)： 

モデルより予測された値と観測された値の間の差として使用される尺度。数値が小さいほど良いとされている。 

 

３． 今後の展開 
企業間データ連携において最大の障壁となる秘匿性を担保する秘密計算技術について、SB テクノロジー株式会社（本社：

東京都新宿区、代表取締役社長 CEO：阿多 親市）と連携し、本格検証を進めます。具体的には、秘密計算技術のひとつであ

る TEE※2 を介したデータ連携、AI 解析システムを実際に構築し、今回の成果を再現することでその実現性を検証します。 

 

ゼオンはゴムのベストオーナーとして、まずはゴム業界における秘匿化されたデータプラットフォームを構築・提供し、多岐にわ

たるゴム関連企業の研究開発データを集結させることで、これまでにない大きな価値提供が出来ると考えています。また、本取

組みは、ゴム材料以外への水平展開も可能であり、将来的には各材料に拡大し、本取組みを新たなビジネスとして展開するこ

とも視野に入れています。 
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ロードマップ 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図３：異なる 2 社が互いの実験データを秘匿化したまま持ち寄ることで能力を飛躍させた AI モデルを共有するイメージ図 

 

 

ゼオンは、これからも独創的な技術・製品・サービスの提供を通じ、「持続可能な地球」と「安心で快適な人々の暮らし」に貢献す

るべく、自社内に留まることなく、研究開発の効率向上およびビジネスモデル変革を牽引し、サプライチェーン全体を巻き込んで更な

る発展に貢献してまいります。 

 
※1 秘密計算技術：データを暗号化したまま計算処理を行う技術。これにより、データの機密性を維持しつつ、安全に計算処理を実行できる。 

※2 TEE：ハードウェア上の隔離された実行領域内で秘密にしたいデータとデータを処理するプログラムを実行させる技術。ハードウェア方式の

秘密計算技術の一種。 

 

以 上 

 

本件に関するお問い合せ先 

日本ゼオン株式会社 コーポレートサステナビリティ統括部門 広報室  電話：03-3216-2747 


